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(57)【要約】
【課題】フィルタを設けない画像表示装置に比べて、背
景部が暗くなることなく高精細な画像を表示することが
できる、画像表示装置を提供する。
【解決手段】画像表示装置１０は、液晶パネル１４に設
けられた、色フィルタ８１Ｇ、８１Ｒ、８１Ｂを含むカ
ラーフィルタ８０を透過することによりそれぞれ異なっ
た各波長の光６Ｇ、６Ｒ、６Ｂが表示記録媒体１２の光
導電層３８に照射される。光導電層３８は各波長毎に異
なった吸収感度をもち、各波長に応じた電荷が発生する
。これにより光導電層３８における電位分布９１がシャ
ープになる。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、
　前記光源から照射された光を受光して画像情報に応じた光パターンを発生させる画像光
発生手段と、
　受光した光を１画素に対して少なくとも２以上の異なる特性の光にして透過させるフィ
ルタと、
　前記フィルタを透過した少なくとも２以上の異なる特性の光の各々に対して、特性毎に
発生する電荷の量が異なる電荷発生層を含む光導電層を備え、前記画像光発生手段から照
射された光パターンに基づいて、表示層に画像が記録される光書込型の表示記録媒体と、
　を備えたことを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記フィルタはＲ、Ｇ、Ｂのうちの少なくとも２以上の色フィルタを含むカラーフィル
タであり、受光した光を１画素につき少なくとも２以上の異なる波長の光にして透過させ
ることを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記カラーフィルタを透過した光により前記電荷発生層で発生する電荷量のピークが画
素の中心付近となるように、前記色フィルタが配置されていることを特徴とする請求項２
に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記フィルタは、透過率が異なるよう濃淡差が設けられたフィルタであり、受光した光
を１画素につき少なくとも２以上の異なる光量の光にして透過させることを特徴とする請
求項１に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記フィルタは、画素の中心付近の透過率が最も高いことを特徴とする請求項４に記載
の画像表示装置。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、電子ペーパー等が一例として挙げられる、光書込型の画像表示装置として、バ
ックライトとなる光源と、光源から照射された光により画像情報に応じた光パターンを発
生させて照射する液晶パネルと、照射された光パターンに基づいて電荷を発生させ、抵抗
値が変化する光導電層により表示層に画像が記録される表示記録媒体とを備えたものが知
られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　このような画像表示装置は、脱着時における損傷の防止等により、液晶パネルと表示記
録媒体との間に間隔が設けられている。また、液晶パネル及び表示記録媒体の基板等の厚
みを考慮すると、表示記録媒体の光導電層と液晶パネルの発光部との間には、例えば、１
～２ｍｍ程度のギャップが生じる場合がある。この場合、液晶パネルの液晶部を通過した
光の回折現象により、光導電層の受光面積が大きくなり、受光パターンが太くなるため、
画像（画像の線）が細くなる。また、このように受光パターンが太くなるのを防止するた
めにバックライト光源の光量を低減する場合、背景部の受光量が減少するため背景部が暗
くなる。
【特許文献１】特開２００７－１１２１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　本発明は、フィルタを設けない画像表示装置に比べて、背景部が暗くなることなく高精
細な画像を表示することができる、画像表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、請求項１に記載の画像表示装置は、光源と、前記光源から
照射された光を受光して画像情報に応じた光パターンを発生させる画像光発生手段と、受
光した光を１画素に対して少なくとも２以上の異なる特性の光にして透過させるフィルタ
と、前記フィルタを透過した少なくとも２以上の異なる特性の光の各々に対して、特性毎
に発生する電荷の量が異なる電荷発生層を含む光導電層を備え、前記画像光発生手段から
照射された光パターンに基づいて、表示層に画像が記録される光書込型の表示記録媒体と
、を備えたことを特徴とする。
【０００６】
　請求項２に記載の画像表示装置は、請求項１に記載の画像表示装置において、前記フィ
ルタはＲ、Ｇ、Ｂのうちの少なくとも２以上の色フィルタを含むカラーフィルタであり、
受光した光を１画素につき少なくとも２以上の異なる波長の光にして透過させることを特
徴とする。
【０００７】
　請求項３に記載の画像表示装置は、請求項２に記載の画像表示装置において、前記カラ
ーフィルタを透過した光により前記電荷発生層で発生する電荷量のピークが画素の中心付
近となるように、前記色フィルタが配置されていることを特徴とする。
【０００８】
　請求項４に記載の画像表示装置は、請求項１に記載の画像表示装置において、前記フィ
ルタは、透過率が異なるよう濃淡差が設けられたフィルタであり、受光した光を１画素に
つき少なくとも２以上の異なる光量の光にして透過させることを特徴とする。
【０００９】
　請求項５に記載の画像表示装置は、請求項４に記載の画像表示装置において、前記フィ
ルタは、画素の中心付近の透過率が最も高いことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１に記載の本発明によれば、フィルタを設けない画像表示装置に比べて、背景部
が暗くなることなく高精細な画像を表示することができる、という効果が得られる。
【００１１】
　請求項２に記載の本発明によれば、波長に応じた電荷量を発生させることができる、と
いう効果が得られる。
【００１２】
　請求項３に記載の本発明によれば、本構成を有しない場合に比べて、精度の高い画像を
表示することができる、という効果が得られる。
【００１３】
　請求項４に記載の本発明によれば、光量に応じた電荷量を発生させることができる、と
いう効果が得られる。
【００１４】
　請求項５に記載の本発明によれば、本構成を有しない場合に比べて、精度の高い画像を
表示することができる、という効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
［第１の実施の形態］
　以下、図１～図１０を参照して本発明の実施の形態を詳細に説明する。なお、本実施の
形態は、ＲＧＢの各色フィルタを含むカラーフィルタにより受光した光を１画素につき３
つの異なる波長の光にして透過させるものである。
【００１６】
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　図１は、本実施の形態に係る画像表示装置１０の概略構成の一例を示す概略図である。
【００１７】
　図１に示すように、本実施の形態に係る画像表示装置１０は、表示記録媒体１２、液晶
パネル１４、光源１６、電圧印加部１８、制御部２０、及び画像記憶部２２を備えて、構
成されている。
【００１８】
　光源１６は、液晶パネル（画像光発生手段）１４に光２を照射するバックライトである
。光源１６は、ＬＥＤランプ１７を含んで構成されている。本実施の形態では、一例とし
て、ＬＥＤランプ１７は、液晶パネル１４に備えられたカラーフィルター（詳細後述）の
ＲＧＢ各色に対応するＬＥＤチップ１７Ｒ、１７Ｇ、１７Ｂを透明樹脂からなる封止部材
１５により封止した構造としている。封止部材１５はＬＥＤチップ１７Ｒ、１７Ｇ、１７
Ｂの発光光を液晶パネル１４の背面全体に照射し得る広い指向性を与えるレンズ機能を有
するものである。なお、本実施の形態では、ＲＧＢ各色に対応するＬＥＤチップ１７Ｒ、
１７Ｇ、１７Ｂを含むＬＥＤランプ１７を用いているがこれに限らず、単一のＬＥＤチッ
プを備えたＬＥＤランプを用いても良いし、一般の白色光源を用いても良い。
【００１９】
　電圧印加部１８は、表示記録媒体１２、液晶パネル１４，及び光源１６に電圧を印加す
るものである。電圧印加部１８は、液晶パネル１４の一対の電極（詳細後述）に接続され
た一対の受電部に電圧を印加するための一対の給電部と、表示記録媒体１２の一対の電極
（詳細後述）に接続された一対の受電部に電圧を印加するための一対の給電部と、を含ん
で構成されている。
【００２０】
　制御部２０は、画像記憶部２２に記憶されている画像データに基づいて電圧印加部１８
を制御するものである。制御部２０は、ＣＰＵ、表示記録媒体１２に画像を書込むための
プログラムが格納されたＲＯＭ、データを一時的に記憶するＲＡＭ、及びインターフェー
ス回路を含んで構成されている。また、ＣＰＵにインターフェース回路を介してユーザの
操作を受け付ける操作部やディスプレイが接続されていても良い。例えば、この場合、画
像記録部２２から画像を読み出してディスプレイに表示し、操作部の操作により表示記録
媒体１２に書込む画像を選択することが可能になる。
【００２１】
　画像記憶部２２は、表示記録媒体１２に表示記録させる画像を記憶するものであり、ハ
ードディスク、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ０Ｍ、及び半導体メモリ等の記録媒体を用いる
ことができる。
【００２２】
　表示記録媒体１２はメモリ性を有する光書込み型の表示記録媒体である。表示記録媒体
１２の概略構成の一例を図２に示す。表示記録媒体１６は、透明基板３０、透明電極３２
、表示層（液晶層）３４、接着層３６、光導電体層３８、透明電極４０、及び透明基板４
２が積層されて構成されている。なお、本実施の形態では、透明基板３０側から書き込み
光４が照射されるものであるが、これに限らない。
【００２３】
　透明基板３０、４２は、各機能層を基板間に保持し、表示記録媒体１２の構造を維持す
るためのものである。透明基板３０、４２は、外力に耐える強度を有するシート形状の部
材で構成され、透明基板３０は少なくとも書き込み光４を透過する。透明基板３０、４２
はフレキシブル性を有することが好ましい。具体的な材料としては、無機シート（例えば
、ガラス・シリコン）、高分子フィルム（例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリス
ルホン、ポリエーテルスルホン、ポリカーボネート、ポリエチレンナフタレート）等が挙
げられる。外表面に、防汚膜、耐摩耗膜、光反射防止膜、ガスバリア膜等の公知の機能性
膜を形成しても良い。
【００２４】
　透明電極３２、４０は、電圧印加部１８から印加された電圧（書込電圧）を、表示記録
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媒体１２内の各機能層へ印加するためのものである。透明電極３２、４０は、面均一な導
電性を有し、透明電極３２は、少なくとも書き込み光４を透過する。具体的には、金属（
例えば、金、アルミニウム）、金属酸化物（例えば、酸化インジウム、酸化スズ、酸化イ
ンジウムスズ（ＩＴＯ））、導電性有機高分子（例えば、ポリチオフェン系、ポリアニリ
ン系）等で形成された導電性薄膜が挙げられる。表面に、密着力改善膜、光反射防止膜、
ガスバリア膜等の公知の機能性膜を形成しても良い。
【００２５】
　なお、透明基板３０、４２及び透明電極３２、４０は、本実施の形態では可視光全域に
わたって透過性をもつものであるが、表示させる波長域のみ透過性を有するものであって
も良い。
【００２６】
　表示層３４は、電場によって入射光のうち特定の色光の反射・透過状態を変調する機能
を有し、選択した状態が無電場で保持できる性質のものである。表示層３４としては、曲
げや圧力等の外力に対して変形しない構造であることが好ましい。
【００２７】
　本実施の形態では、表示層３４は、一例として、コレステリック液晶が封入されたマイ
クロカプセル５０及び透明樹脂からなる自己保持型液晶複合体の液晶層で構成される。す
なわち、複合体として自己保持性を有するためのスペーサ等を必要としない液晶層である
が、これに限られるものではない。本実施の形態では、図２に示されるように、高分子マ
トリックス（透明樹脂、図示省略）中にマイクロカプセル５０が分散した状態となってい
る。
【００２８】
　マイクロカプセル（コレステリック液晶）５０は、入射光のうち特定の色光の反射・透
過状態を変調する機能を有し、液晶分子が螺旋状に捩れて配向しており、螺旋軸方向から
入射した光のうち、螺旋ピッチに依存した特定の光を干渉反射する。電場によって配向が
変化し、反射状態を変化させることができる。ドロップサイズが均一で、単層稠密に配置
されていることが好ましい。
【００２９】
　コレステリック液晶５０として使用可能な具体的な液晶としては、ネマチック液晶や、
スメクチック液晶（例えば、シッフ塩基系、アゾ系、アゾキシ系、安息香酸エステル系、
ビフェニル系、ターフェニル系、シクロヘキシルカルボン酸エステル系、フェニルシクロ
ヘキサン系、ビフェニルシクロヘキサン系、ピリミジン系、ジオキサン系、シクロヘキシ
ルシクロヘキサンエステル系、シクロヘキシルエタン系、シクロヘキサン系、トラン系、
アルケニル系、スチルベン系、縮合多環系）、またはこれらの混合物に、カイラル剤（例
えば、ステロイド系コレステロール誘導体、シッフ塩基系、アゾ系、エステル系、ビフェ
ニル系）を添加したもの等が挙げられる。
【００３０】
　なおかつ表示層３４からの透過光を吸収する目的で遮光層５７を設けても良い。遮光層
５７は光導電層３８への書き込み光４を遮らないことが必要条件のため、表示層３４から
書き込み光４を照射させる場合は光導電層３８より下層に設けることが望ましい。例えば
、電荷発生層５６と透明電極４０との間や、透明基板４２の下に設けても良い。
【００３１】
　吸収が必要な波長範囲は可視波長全域、特に波長４００～７００ｎｍで所望の遮光性能
を示す必要がある。遮光性能としては透過光の光学濃度が少なくとも０．５以上で１以上
が望ましい。遮光層５７の素材は、黒色の素材であれば特に限定されるものではなく、カ
ーボンブラック、アニリンブラック等の有機顔料、ＣｕＯ、ＭｎＯ、Ｃｒ２Ｏ３、Ｆｅ－
Ｃｒ系顔料、Ｃｕ－Ｆｅ－Ｍｎ系顔料等の無機顔料等の黒色顔料を、ポリビニルアルコー
ル樹脂、ナイロン樹脂、ゼラチン、アクリル樹脂、エポキシ樹脂、ポリエステル樹脂、ポ
リウレタン樹脂等の樹脂バインダ中に分散した黒色塗料等が利用できる。
【００３２】
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　遮光層（黒色層）５７の形成方法としては、スクリーン印刷、凸版印刷、凹版印刷、平
板印刷、フレクソ印刷等の印刷法や、スピンコート法、バーコート法、ディップコート法
、ロールコート法、ナイフコート法、ダイコート法等の塗布法を用いることができる。
【００３３】
　なお、透明電極４０の材料としては透明電極３２と共通の材料系のほかに光を透過しな
い金属、カーボンブラック等の材料が利用できる。
【００３４】
　光導電体層３８は、内部光電効果をもち、透過光（書き込み光４）に応じてインピーダ
ンス特性が変化する特性を有する層である。液晶に電圧を印加させて駆動する場合は、イ
オン移動による偏在を防止するうえで交流駆動を印加することが望ましいが、本発明で用
いる光導電層３８に整流性を持つため、透過光に対して、対称に電流が流れるように電荷
発生層５２、５４が電荷輸送層５４の上下に積層された３層構造になっている。
【００３５】
 光４は、液晶パネル１４のカラーフィルタを透過したことにより２以上の異なる波長の
光になっている。本実施の形態では、電荷発生層５２は、これらの異なる波長の光のそれ
ぞれに対し吸収感度が高く、それぞれの波長により発生する電荷の量が異なるものであり
、光導電層３８は、それぞれの波長に対し、異なった吸収感度を持つものである。
【００３６】
　光導電体層３８としては、無機半導体材料として、アモルファスシリコンや、ＺｎＳｅ
、ＣｄＳ等の化合物半導体から構成される層、有機半導体材料として、アントラセン、ポ
リビニルカルバゾール等から構成される層、光照射によって電荷を発生する電荷発生材料
及び電界によって電荷移動を生ずる電荷輸送材料の混合物や積層体から構成されるいわゆ
るＯＰＣ（有機光導体）層等が挙げられる。表示記録媒体１２にフレキシブル性を持たせ
るためにＯＰＣがより望ましい。
【００３７】
　電荷発生層５２、５６は、２つ以上の波長の光を含む光４を吸収して、それぞれの波長
毎に異なった量の電荷（光キャリア）を発生させる機能を有する層である。
主に、電荷輸送層５４の上側に積層されている電荷発生層５２が透明電極３０から透明電
極４０の方向に流れる電荷量を、電荷発生層５６が透明電極４０から透明電極３２の方向
に流れる電荷量を、それぞれ決定している。
【００３８】
　電荷発生層５２、５６としては、分光特性の観点から、フタロシアニン系電荷発生材料
を用いることが好ましく、特に、クロロガリウムフタロシアニン、比ヒドロキシガリウム
フタロシアニン、チタニルフタロシアニン等、が好ましい。
【００３９】
　ここで一例として、クロロガリウムフタロシアニン顔料を電荷発生材料として用いて電
荷発生層５２を構成した場合の光導電層３８の分光特性の具体的な例を示す。図３は、光
導電層３８の分光特性の具体的な一例を説明するための説明図である。図３に示したよう
に、クロロガリウムフタロシアニン顔料を電荷発生材料として用いて電荷発生層５２を構
成した場合の光導電層３８は、Ｂ光及びＲ光の２つの波長領域に対して感度を有し、かつ
、それぞれが異なった感度を示すものである。従って、この場合、電荷発生量はＢ光とＲ
光により異なる。
【００４０】
　また、上記の場合における、表示記録媒体１２の各色毎の反射率特性の具体的な例を図
４に示す。図４は、白色ＬＥＤを光源として、それぞれ単独のＲ信号及びＢ信号の場合の
光量に対する表示記録媒体１２の反射率を示したものである。なお、図４では、光量と対
応関係のあるＬＥＤ電源電圧値を横軸として表している。図４に示したように、この場合
の表示媒体１２は、Ｒ信号（Ｒ光）及びＢ信号（Ｂ光）は、使用電圧（光量）において反
射率が高く、かつ、異なった反射率をもつものである。従って、この場合、背景部の反射
率が高いので、背景部は暗くならない。
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【００４１】
　また、電荷輸送層５４は、電荷発生層５２、５６で発生した電荷が注入されて、印加さ
れた電場方向にドリフトする機能を有する層である。電荷輸送層５４は、電荷発生層５２
、５６からの自由キャリアの注入が効率よく発生し（電荷発生層５２、５６とイオン化ポ
テンシャルが近いことが好ましい）、注入された自由キャリアができるだけ高速にホッピ
ング移動するものがより好ましい。暗時のインピーダンスを高くするため、熱キャリアに
よる暗電流は低い方が好ましい。
【００４２】
　なお、本実施の形態では、光４はカラーフィルタ８０（図５、６参照、詳細後述）によ
りＲＧＢの各光（波長）の光を含むため、光導電層３８（電荷発生層５２）はＲＧＢ各光
に対して、吸収感度が高く、かつ、異なった吸収感度を示す材料により構成されるもので
あるが、これに限らない。
【００４３】
　液晶パネル１４は表示記録媒体１２に画像光４を照射する画像光照射手段である。液晶
パネル１４の概略構成の一例を図５に示す。液晶パネル１４は、表示側から順に、偏光板
６０、透明基板６２、カラーフィルタ８０、透明電極６４、配向膜６６、液晶層６８、配
向膜７０、透明電極７２、透明基板７４、及び偏光板７６が積層されて構成されている。
【００４４】
　なお、本実施の形態では、液晶パネル１４を画像光照射手段として用いているが、これ
に限らず、画像記憶部２２に記憶されている画像データに基づいて画像光を表示記録媒体
１２上に照射するものであればこれに限定されない。
【００４５】
　偏光板６０、７６は、特定の偏光成分を選択的に透過する機能を有するものであり、偏
光板６０と偏光板７６とは、偏光軸方向が互いに直交するようになっている。偏光板６０
、７６として使用可能な偏光板としては、直線偏光板、円偏光板等が挙げられる。
【００４６】
　透明基板６２、７４は、各機能層を基板間に保持し、液晶パネル１４の構造を維持する
ためのものであり、上記した透明基板３０、４２と同様のものである。
【００４７】
　透明電極６４、７２は、電圧印加部１８から印加された電圧を、液晶層６８へ印加する
ためのものである。透明電極６４、７２は、互いに直交する複数の行電極と複数の列電極
を用い、パッシブマトリクス駆動（単純マトリクス駆動）により各画素を駆動してもよい
。また、透明電極６４、７２は、全面電極と複数の画素電極を用い、互いに直行する複数
のデータ線と複数の走査線との各交点にＴＦＴ等のアクティブ素子をそれぞれ接続し、ア
クティブマトリクス駆動により各画素を駆動してもよい。
【００４８】
　液晶層６８は、ツイストネマティック（ＴＮ）液晶層、液晶分子の螺旋上捩れ角が大き
いスーパーツイストネマティック（ＳＴＮ）液晶層等を用いることができる。
【００４９】
　カラーフィルタ８０は、光２を異なる波長（特性）の光（光４）にして透過させるもの
である。図６にカラーフィルタ８０の一例の概略構成を示す。図６は、画素８２がｎ個の
場合を示している。本実施の形態のカラーフィルタ８０は、各画素８２毎に、緑色の色フ
ィルタ８１Ｇ、赤色のフィルタ８１Ｒ、青色のフィルタ８１Ｂを含むように構成されてい
る。
【００５０】
　なお、本実施の形態ではカラーフィルタ８０を液晶パネル１４の透明基板６２と透明電
極６４との間に設ける構成としているがこれに限らず、液晶パネル１４において何れの位
置に積層しても良い。また、カラーフィルタ８０を単体で、表示記録媒体１２と液晶パネ
ル１４との間に配置するように画像表示装置１０を構成しても良く、この場合、液晶パネ
ル１４の近傍に配置することが好ましい。
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【００５１】
　次に、本実施の形態の画像表示装置１０の作用を説明する。図７は、本実施の形態にお
けるカラーフィルタ８０を備えた場合の表示記録媒体１２における電位分布を説明するた
めの説明図である。なお、図７では、便宜上光２を平行光として表している。また、表示
記録媒体１２及び液晶パネル１４の構成のうち、説明に不要な部分は省略して記載してい
る。図７に示したように、光導電層３８には、色フィルタ８１Ｇから射出した光６Ｇによ
り電荷９０Ｇが発生し、色フィルタ８１Ｒから射出した光６Ｒにより電荷９０Ｒが発生し
、色フィルタ８１Ｂから射出した光６Ｂにより電荷９０Ｂが発生する。これらにより、光
導電層３８の１画素における電位分布は電位分布９１となる。
【００５２】
　カラーフィルタ８０を備えないで画像表示装置を構成した場合の光導電層３８の電位分
布を図８に示す。図８により、本実施の形態のカラーフィルタ８０を備えた場合に比して
、電位分布が広がっていることがわかる。このように、本実施の形態では、表示記録媒体
１２の光導電層３８と液晶パネル１４の液晶層６８との間にはギャップが生じており、カ
ラーフィルタ８０を透過した光（光６Ｇ、６Ｒ、６Ｂ）は回折現象により照射領域が広が
るが、電位分布がシャープになることがわかる。従って、本実施の形態の画像表示装置１
０では、高精細な画像が表示される。
【００５３】
　また、単色光が光導電層３８を透過した場合の光導電層３８の電位分布の一例を図９に
示す。図９では、一例として、赤色ＬＥＤからの光３を用い、光６Ｒが光導電層３８を透
過する場合を示しているが、白色光源を用い、単色（Ｒ）のカラーフィルタを用いた場合
でも同様になることは、言うまでもない。
【００５４】
　図９により、本実施の形態のカラーフィルタ８０を備えた場合に比して、電位分布が広
がっていることがわかる。なお、光６の波長（色）により電位分布は異なるが、発生する
電荷量に依存して電荷分布が定まるため、何れの波長の光６であっても、図９に示したの
と同様に、単色光を用いたのみでは、本実施の形態のカラーフィルタ８０を備えた場合に
比して、電位分布は広がる。
【００５５】
　なお、本実施の形態では、図７に示したように１画素に対し、色フィルタを色フィルタ
８１Ｒを中心とし、その両側に色フィルタ８１Ｇ、８１Ｂが配置されるように配置してい
るが、配置の仕方はこれに限らない。また、本実施の形態では、１画素に対してＲＧＢの
３色の色フィルタを各１個づつ用いているがこれに限らず、２色の色フィルタを用いても
良いし、また、少なくとも２以上の色の色フィルタを含むものであれば、同色の色フィル
タを複数個用いても良い。また、色フィルタは縞状に配列しても、格子状に配列しても何
れでも良い。なお、何れの場合においても電位分布９１のピーク値が画素８２の中心付近
となるように配置することが好ましい。
【００５６】
　また、本実施の形態の画像表示装置１０における表示記録媒体１２の背景部反射率と記
録される画像の線幅との関係の具体的な一例を図１０に示す。本実施の形態であるカラー
フィルタ８０を備えた場合の方が、カラーフィルタを備えない場合よりも背景部反射率が
高く、かつ、線幅が線幅が太くなる許容範囲が広くなることがわかる。即ち、本実施の形
態では、カラーフィルタを備えないものよりも、背景部が暗くなることなく高精細な画像
が表示可能なラチチュードが広がっている。
【００５７】
　なお、本実施の形態は、光２を１画素につき複数の波長の光を含む光４として透過させ
るために、カラーフィルタ８０を用いているが、光２を透過させて複数の波長の光を含む
光４にするフィルタであればよい。この場合、複数の波長の光りを透過させる単一のフィ
ルタとしてもよいし、異なった特定波長の光を透過させるフィルタを組合わせて用いても
よい。
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【００５８】
　以上説明したように、本実施の形態の画像表示装置１０では、液晶パネル１４に設けら
れた、色フィルタ８１Ｇ、８１Ｒ、８１Ｂを含むカラーフィルタ８０を透過することによ
りそれぞれ異なった各波長の光６Ｇ、６Ｒ、６Ｂが表示記録媒体１２の光導電層３８に照
射されるため、各波長に応じた電荷が発生する。これにより光導電層３８における電位分
布９１がシャープになる。
［第２の実施の形態］
　以下、図１１を参照して本発明の実施の形態を詳細に説明する。なお、本実施の形態は
、濃淡差が設けられたフィルタにより受光した光を１画素につき異なった光量の光にして
透過させるものである。
【００５９】
　なお、本実施の形態の画像表示装置１１０は第１の実施の形態の画像表示装置１０と略
同様の構成であるため、異なる部分のみ詳細に説明する。また、同一部分には同一符号を
付している。
【００６０】
　図１１に本実施の形態に係る濃淡差が設けられたフィルタを備えた場合の表示記録媒体
１１２における電位分布の一例を示す。本実施の形態では、液晶パネル１１４は濃淡差が
設けられたフィルタ１８０を備えている。本実施の形態では、フィルタ１８０は画素毎に
濃淡差を有するフィルタ１８１を備えた構成としているが、全体を単一のフィルタとして
構成しても良く、また、異なった濃度（透過率）のフィルタを複数組み合わせることによ
り、１画素につき濃淡差を有するフィルタとしても良い。透過する光の光量が１画素の中
心付近の光量と両端付近の光量との間に差が生じるものであれば良い。なお、何れの場合
も、図１１に示したようにフィルタ１８０は、画素毎に１画素における中心付近の透過率
が最も高くなるように、すなわち、中心付近を透過する光量が最も多くなるように濃淡差
が設けられていることが好ましい。
【００６１】
　フィルタ１８０により、表示記録媒体１１２に照射される光１０４は１画素の中心付近
の光量が最も多く、画素の端部の光量が少なくなっている。従って、光導電層１３８で受
光する光量は光量１９２のようになり、光量に応じた電荷が発生し、電位が生じるため、
電位分布は電位分布１９１のようにシャープになる。なお、上述の図８に示したフィルタ
を備えず、白色光を用いた場合の表示記録媒体における電位分布図と比しても電位分布が
シャープになることがわかる。
【００６２】
　従って、本実施の形態の画像表示装置１１０では、高精細な画像が表示される。また、
１画素の中心付近の光量と両端付近の光量との間に差が設けられていれば良いため、背景
部の受光量が単に不足して暗くなるということがない。
【００６３】
　なお、本実施の形態の光導電層１３８は、第１の実施の形態の光導電層３８と同様のも
のであってもよく、また、一般的な光導電層２を用いても良い。
【００６４】
　以上説明したように、本実施の形態の画像表示装置１１０では、液晶パネル１１４に設
けられた、濃淡差が設けられたフィルタ１８０を透過することにより１画素につき中心付
近と端部とで光量が異なる光１０４が表示記録媒体１１２の光導電層１３８に照射される
ため、各光量に応じた電荷が発生する。これにより光導電層１３８における電位分布１９
１がシャープになる。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る画像表示装置の概略構成の一例を示す概略図で
ある。
【図２】本発明の第１の実施の形態に係る光書込型表示記録媒体の概略構成の一例を示す
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【図３】本発明の第１の実施の形態に係る光導電層の分光特性の具体的な一例を説明する
ための説明図である。
【図４】表示記録媒体の各色毎の反射率特性の具体的な一例を説明するための説明図であ
る。
【図５】本発明の第１の実施の形態に係る液晶パネルの概略構成の一例を示す概略図であ
る。
【図６】本発明の第１の実施の形態に係るカラーフィルタの概略構成の一例を示す概略図
である。
【図７】本発明の第１の実施の形態に係るカラーフィルタを備えた場合の表示記録媒体に
おける電位分布を説明するための説明図である。
【図８】カラーフィルタを備えず、白色光を用いた場合の表示記録媒体における電位分布
を説明するための説明図である。
【図９】カラーフィルタを備えず、Ｒ光を用いた場合の表示記録媒体における電位分布を
説明するための説明図である。
【図１０】本発明の第１の実施の形態に係る画像表示装置における表示記録媒体の背景部
反射率と記録される画像の線幅との関係の具体的な一例を説明するための説明図である。
【図１１】本発明の第２の実施の形態に係る濃淡差フィルタを備えた場合の表示記録媒体
における電位分布を説明するための説明図である。
【符号の説明】
【００６６】
２、４、６Ｇ、６Ｒ、６Ｂ、１０４　光
１０、１１０　画像表示装置
１２、１１２　表示記録媒体
１４、１１４　液晶パネル
１６　光源
３８、１３８　光導電層
５２、５６　電荷発生層
８０　カラーフィルタ
８１Ｇ、８１Ｒ、８１Ｂ　色フィルタ
１８０　濃淡差フィルタ
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